
愛知県農林水産業の
試験研究基本計画2020

［林業部門］

中間評価について

伐る

製材工場

獣害対策

植える

育てる

使う

公共建築物
木造住宅

バイオマス発電所



(ア) 低コスト栽培に適したきのこ品種の開発

(ア) 低コスト・高効率な森林管理技術の開発

(イ) 森林被害の予防・軽減技術の開発

(ア) 県産木材の性能評価及び利用技術の開発

(ウ) 未利用樹種の利用技術の開発

(イ) 木製構造物の耐久性評価技術の開発

(ア) 食品として価値の高いきのこ栽培技術の開発

(イ) 愛知県産特用樹種の活用

エ 愛知の強みを生かした戦略的な

品種開発による幅広い需要への対応

ウ 地域の特用林産物の有用性の

向上

イ 県産木材の多用途化のための

木材利用技術の開発

ア 地域に即した森林環境保全

・管理システムの開発

試験研究基本計画2020

重 点 研 究 目 標 研 究 事 項

期間：２０１６年～２０２０年



平成３０年
９月１２日

～２１日

各研究員が自己評価を実施

１０月 ５日
～１２日

林業専門分科会へ意見照会
（外部評価委員を含む)

１０月 ５日 センター内で中間評価(案)のとりまとめ

１１月下旬以降 中間評価結果をフィードバックし、
今後の研究推進に反映

１１月２０日 愛知県農林水産技術会議本会議への報告

これまでの経緯と今後の予定

自己
評価

外部
評価

１０月１８日 意見集約、中間評価とりまとめ



s：100％以上の進捗

a：50％以上～100％未満の進捗

b：40％以上～50％未満の進捗

ｃ：10％以上～40％未満の進捗

d：10％未満の進捗

研究事項別の中間評価の結果について

研究事項（事項数：８）のうち、計画どおり研究が進んでいるものは３７％、
概ね計画どおり研究が進んでいるものは６３％であった。

試験研究基本計画 中間評価

※ 2019年度以降に取り組む計画 １目標を除く

達成目標別の進捗度（目標数：２７ ※ ）


